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HP LaserJet 4LJ Pro プリンタ ドライバ リリース ノート

for Windows 3.1J       1996 年 1 月

HPJL5E プリンタ ドライバ： 31.V3.00
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    * HPJL5E プリンタ ドライバ Version 31.V2.00 の
    * はじめに

    * Microsoft Windows 3.1J の
    * HP LaserJet 4LJ Pro プリンタ ドライバ HPJL5E の
    *  ドライバの 制限事項の
    * のの
のの
ソフトウェア（HPJL5E プリンタ ドライバ 31.V3.00 のの
HP LaserJet 4LJ Pro HPJL5E プリンタ ドライバ 31.V3.00 ののの
1)  の
2)           の (DOS  の DISKCOPY コマンドなどを使用する)

3)  HP LaserJet 4LJ Pro HPJL5E プリンタ ドライバ 31.V3.00 の
4)  上記 3) に加え、営利目的で使用しないこと。

Copyright (c) 1990, 1991, 1992, 1993, 1994, 1995, 1996 Hewlett-Packard Company. 

Copyright (c) 1985, 1986, 1987, 1988, 1989, 1990 Microsoft Corp.

Copyright (c) 1988, 1989 Aldus Co. 

All Rights Reserved.

IBM PC、PC-DOS は、米国 International Business Machines Corporation の
MS-DOS、Windows は、米国 Microsoft Corporation の
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HPJL5E プリンタ ドライバ Version 31.V2.00 の
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 HPJL5E プリンタ ドライバ Version 31.V3.00 の[TrueType をグラフィックスとして印刷] が [TrueType 印刷] 

と変更され、[グラフィックス・モード] において [HP-GL/2] を選択した場合は [プリンタ ラスタライザ使用] と [ビットマッ

プ ダウンロード] が、また [ラスタ] を選択した場合はさらに [グラフィクスとして印刷] が選べるようになりました。

 の
  の [グラフィックス・モード] において [HP-GL/2] を選択した場合、または、 [ラスタ] を選択して [TrueType 印刷] で 

[グラフィクスとして印刷] 以外を選択した場合：

1). LOTUS 1-2-3 for Windows の
2). Borland Paradox 5.0J の
3).TrueType の
4).の
5).のの
の
6). Aldus PageMaker 5.0J の
 のののの2). で挙げられた Borland Paradox 5.0J のののののののVersion 31.V2.00 の31.V3.00  のの
WIN.INI ファイルに以下のような設定をすることで、これを印刷することを可能としました。

1.   マネージャのの [メイン]グループより、[コントロール パネル]アイコンをダブル クリックします。

2.  [コントロール パネル]ウィンドウから[プリンタ]アイコンを選択すると、[の]ダイアログ ボックスが表示されます。

3.  [設定(S)...]ボタンを選択します。

4. [設定]ダイアログ ボックスで、[OK]ボタンをクリックします。

5. [終了]ボタンをクリックします。

 以上の操作を行なうと Windows  の win.ini ファイルに以下のようなセクションが登録されます（LPT1 は、接続された

ポート名）。

[HP LaserJet 4LJ Pro,LPT1]



のののの
noBoundaryClipping=1

また、設定値を 0  のののののの Windows を再起動する必要はありません。

  の TrueType ラスタライザによる縦、もしくは横方向への任意倍角の印刷は、現在のところドライバの制限によりできませ

ん。5).で挙げられた縦、もしくは横方向への任意倍角の印刷を行なう場合には、オプション・ダイアログの”TrueType 印刷

(P)”で”ビットマップ ダウンロード”を選択することでこれが可能となります。

＊注意

 Version 31.V3.00   のの のの Version 31.V3.00   ののの Microsoft Windows 3.1J  パネルから組み込の
むことになります。HP LaserJet 4LJ Pro の Printing System のの
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HPJL5E プリンタ ドライバは、HP LaserJet 4LJ Pro  ドライバ  です。の HP LaserJet 4LJ Pro プリンタは、

Microsoft Windows 3.1J の TrueType フォントのラスタライザを搭載し、又、MS 明朝と MS  の 600dpi  の ドラ

イバでサポートしているヒューレット・パッカード社の 標準ページ記述言語である PCL  コードの サポートを行っています。従って、の Microsoft Windows 3.1J と HP LaserJet 4LJ Pro プリンタ

を組み合わせることによって、これまでにない高速でかつ高品質な印刷が可能となりました。

 ドライバでは、の HP-GL/2 をサポートしています。HP-GL/2 のの
HPJL5E プリンタ ドライバでは、[設定]ダイアログ ボックスに於いて様々な設定が可能ですが、特に必要が無い限り、グラ

フィックス モードを HP-GL/2 としてお使いいただくことをお薦めします。
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＊注意

 Version 31.V3.00   のの のの Version 31.V3.00   ののの Microsoft Windows 3.1J  パネルから組み込の
むことになります。HP LaserJet 4LJ Pro の Printing System のの
 パネルから組み込んでください。の
1.  プログラム マネージャの [メイン]グループより、[コントロール パネル]アイコンをダブル クリックします。

2.  [コントロール パネル]ウィンドウから[プリンタ]アイコンを選択すると、[の]ダイアログ ボックスが表示されます。

3.  [追加>>]ボタンをクリックします。

4.  [の]の[の]を選択します（リストの最初の項目です）。

5.  [組み込み(I)...]ボタンを選択します。

6.  HPJL5E  ドライバの フロッピー ディスクをディスク ドライブに入れ、ドライブ名を指定します。の
7.  "HP LaserJet 4LJ Pro" を選択し、[OK]ボタンをクリックします。

8.  [接続(C)...]ボタンを選択します。

9.  [接続先(P)]の
10. [高速に印刷]  ボックスを選んでＸ印を付け、の [OK]ボタンをクリックします。

11. [設定(S)...]ボタンを選択します。

12. [設定]ダイアログ ボックスで、必要な設定を行います。

13. [OK]ボタンをクリックします。

14. [通常使うプリンタとして設定(E)]ボタンをクリックします。

15. [終了]ボタンをクリックします。
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HP LaserJet 4LJ Pro プリンタ ドライバ HPJL5E バージョン 31.V3.00 の
ような特長があります:

1)  グラフィックス品質のサポート

   600dpi の600、300、150dpi の300dpi  の 300、150、75dpi ののの[オプション]ダイアログ ボックスの[グラ

フィックス品質(Q)]における[高品質]、[普通]、[ドラフト]の
2)  HP-GL/2 の
   HP-GL/2 が HPJL5E プリンタ ドライバでサポートされます。

   [オプション]ダイアログ ボックスの[グラフィックス モード(G)]において設定できます。グラフィックス モード設定は 

[HP-GL/2]と[ラスタ]の[HP-GL/2]を選択すると、一般的に好ましいパフォーマンスが期待できます。従ってデフォ



ルトでは HP-GL/2 が設定されます。

   のの[ラスタ]に設定を変更してもう一度印刷し直してみてください。[ラスタ]に設定した後、更に[TrueType 印刷(P)]を

[グラフィクスとして印刷]に設定して印刷すると、印刷できる場合もあります。詳しくは、[オプションダイアログ ボックの
3)  の
   [エコノモード(E)]の[オプション]ダイアログ ボックスで行います。エコノモードでの出力は[ドラフト]のの
4)  の
   [オプション]ダイアログ ボックスにおいて、[印刷濃度(B)]の
5)  REt の
   REt とは、印刷品質を向上させるためのヒューレット・パッカード社独自の印刷技術です。[オプション]ダイアログ ボックののの[ライト]、[ミディアム]、[ダーク]、[オフ]の
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 ドライバの 制限事項についての
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HPJL5E  ドライバでは以下の ような制限事項があります。の
1)  HP LaserJet 4LJ Pro プリンタは解像度 600dpi のHPJL5E  ドライバでは、ラスタ データの 処理により の

600dpi の600dpi のの300dpi ののの
   のHP LaserJet 4LJ Pro のののMicrosoft Windows 3.1J を再起動し、使用しないアプリケーションを終了して

みてください。

     ののの
2)  複雑なグラフィックスとテキストを使用している場合、プリンタで "メモリ オーバーフロー"が発生する可能性があります。

   の[オプション]ダイアログ ボックスで [グラフィックス モード(G)]の[ラスタ]とし、かつ,[TrueType 印刷(P)]で[グラフ

ィクスとして印刷]を選択してみてください。これにより、すべてのデータはグラフィックスとして処理され、より少ないの
3)  HPJL5E  ドライバでは、３つのの [グラフィックス モード]をサポートしています。[グラフィックス モード]  ドラののの



イバが１つになっているとも考えることができます。

    のの [グラフィックス モード] ののの[コントロール パネル]から[グラフィックスモード(G)]の[印刷]ダイアログ ボックスの
   [グラフィックス モード(G)]を変更する時は、一度アプリケーションを終了してから[コントロール パネル]で設定するように

してください。また、動作が不安定になった時は、アプリケーションを一度終了し、もう一度起動し直してください。

4)  プリント マネージャを使用中に問題が起きた場合、プリント マネージャの使用を中止して、問題が解決されるか試してみ

てください。[プリント マネージャ]を使用しないように設定するためには、Microsoft Windows 3.1J  の [コントロ

ールパネル]から[プリンタ]アイコンを選択し、[プリント マネージャを使う(U)]  ボックスをクリアしてください。の
5)  WIFE フォントはグラフィックス イメージとして処理されます。そのため、[オプション]ダイアログ ボックスでの[グラフ

ィックス品質(Q)]の[印刷]ダイアログ ボックスでの[印刷品質]ののWIFE フォントの印刷品質にも影響します。

   ラスタ モードで WIFE フォントのテキスト文字の印刷を行う場合、低解像度を選択すると文字に関するグラフィックスイメ

 の WIFE フォントを使用している場合は、[高品質] ドライバのの [設定]ダイアログ ボックスで、解像度 600dpi  の
600dpi、300dpi の 300dpi）を使用してください。また、プリンタ側のフォントを使用することで回避できる場合

もあります。

6)  WIFE フォントを黒以外のカラーで使用した場合、網かけ、その他の色をバックグラウンドとすると、正しく印刷されな

い場合があります。

    の WIFE フォントが印刷されない場合には、他のグラフィック モードを使用するか、黒を指定して印刷してください。まの
7)  WIFE フォントを用いて縦書き印刷を行う場合、Microsoft Windows 3.1J  イメージを出力しようとします。のの
     ののの TrueType フォントを使用してください。

8)  WIFE フォントを使用する場合、メモリの不足から印刷時に文字の抜け、あるいは文字にゴミが入る可能性があることが

報告されています。本製品は 600dpi であるために、300dpi のののTrueType フォントを使用してください。

9)  WIFE フォントなどのいわゆるシステムのラスタ フォントをボールド化する場合、または TrueType フォントを

[TrueType 印刷(P)]で[グラフィクスとして印刷]を選択してボールド化する場合、これらは１ドット分だけずらして印

刷することによってボールド化されます。この時 600dpi では、１ドットが 300dpi と比較して小さいためボールドに

見えにくい場合があります。

   ボールドをより強調したい時は、TrueType フォントを指定して[グラフィックス モード(G)]を[HP-GL/2]に設定するか、

もしくは[グラフィックス モード(G)]で[ラスタ]を設定し、[TrueType 印刷(P)]で[グラフィクスとして印刷]を選択し

ない[ラスタ]で使用することをお薦めします。



10)  の WIFE フォントを印刷した場合、その文字のグラフィックス イメージを作成するのに必要なメモリ サイズが大きすぎ

 ののの TrueType フォントを使用してください。

11)  のののののTrueType フォントにこれらを指定する場合は、[TrueType 印刷(P)]で[グラフィクスとして印刷]を選

択したほうがよい場合があります。

12)  のの TrueType フォントの印字位置が重なった場合、その文字は印字されないことがあります。この場合は、ページ マ

ージンや セル サイズを調整してください。

13) ののののTrueType フォントにこれらの指定をする場合や、漢字プロポーショナル TrueType フォントを使用する場

合は、[TrueType 印刷(P)]で[グラフィクスとして印刷]を選択して使用したほうがよい場合があります。

14) アプリケーション上で、細い罫線を指定した場合、一部のアプリケーションでは、印刷時に、極端に細い幅の線を使用しよのの
15) グラフィックス モードを[ラスタ]に設定してある場合、グラフィックスに関する処理はディスプレイ ドライバに強く依存

 のののの
16) Microsoft Windows 3.1J  の [メモ帳]を使って印刷する場合、600dpi の600dpi では、左マージンを 0～

1.38cm（0～0.55 インチ）、2.53～3.92cm（1.0～1.55  のの[設定]ダイアログ ボックスの[解像度]で 300dpi 

を選択すれば左マージンは正しく設定されます。

   のの
17) Aldus PageMaker 4.0J & 5.0J を使用して出力を行う場合、複雑なグラフィックスやテキストを印刷しようとする

と[修復不可能なアプリケーション 

   エラー]が発生する可能性があります。

   のWIFE の[ラスタ フォント]を使用せずに[デバイス フォント]や TrueType フォントを使用する、もしくは解像度を 

300dpi にするなどによってエラーを回避できる可能性があります。基本的には、TrueType フォントを使用すること

と、ラスタ グラフィックスを小さくすることをお薦めします。また、文書の作成に当たっては、こまめに文書の保存を行

うことをお薦めします。

18) Freelance/Windowsのの[メモリ オーバーフロー]の[オプション]ダイアログ ボックスで [グラフィックス モード

(G)]  の [ラスタ]とし、かつ、[TrueType 印刷(P)]で[グラフィクスとして印刷]を選択すると, の
19) AmiPro 3.0J & 3.1J ののAmiProのAMIPRO.INI ファイルの中のフラグを下記のように変更し、AmiPro を

再起動してから印刷するとよい場合があります。

変更前： HPLJClipping = 0

変更後： HPLJClipping = 1



   AMIPRO.INI ファイルは、通常、WINDOWS      の
20)  のの (約５秒)、リセットしてください。

21) 長さが 190mm のLaser Taxi（レーザー タクシー）をご使用ください。 Laser Taxi（レーザー タクシー）に関す

 サポート  センタへお問い合わせください。の
日本ヒューレット・パッカード社 カスタマ サポート センタ （ＣＳＣ）

電話 ：03-3335-8333

FAX ：03-3335-8338

22) もし IBM DOS/V 5.0 のCONFIG.SYS ファイルから、DEVICE=C:\DOS\PRNUSER.SYS というコマ

ンドを取り除いてください。HP LaserJet 4LJ Pro プリント システム に混乱を起こし、印刷ができない恐れがあり

ます。また、NEC のDOS  のの CONFIG.SYS からプリンタ・ドライバを削除してください。CONFIG.SYS 

ファイルの編集方法に関しては、お使いの DOS の
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1)  HPJ5E  ドライバには、それぞれの ユーザ インターフェイスにおいての [ヘル プ]ボタンがサポートされています。

ヘルプが必要な場合は、こちらをご利用くださ い。

2)  Microsoft Windows 3.1J  の Microsoft Windows 3.1J  のの Windows 3.1J 販売店にお問い合わせくださ

い。

3)   ののののののの INI ファイルを作成し、その中に、プリンタをより細かにコントロールするためのフラグを設定するア

プリケーションもあります。

   アプリケーションをアップグレードした際は、必ずアプリケーションに付属する README ファイル等をご確認ください。

4)  基本的に Microsoft Windows 3.1J 上では、GDI 等が使用するプリンタにマッチするよう解像度の処理を行いますが、の300dpi のののの300dpi を選択した方がよいかもしれません。一例として、オアシス Win の300dpi を選択し

てください。



5)   ドライバをインストールしているシステムで印刷した場合、正しく印刷されない例が報告されています。特に、使用するの
フォント名が単に[明朝] や[ゴシック]等になっている場合、よく発生するようです。文書を作成、印刷する際は、フルネ

ームでフォントを指定し、使用しないフォントやフォント ドライバは、削除または無効にしておくことをお薦めします。
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日本ヒューレット・パッカード社 カスタマ サポート センタ （ＣＳＣ）
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のの
日本ヒューレット・パッカード社 カスタマ サポート センタ （ＣＳＣ）

電話 ：03-3335-8333

FAX ：03-3335-8338


